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□　調査の目的　
　　　本市では，平成１４年度に結城市男女共同参画基本計画「たままゆプラン」を策定し，男女共同参画を推進してきましたが，その計画も８年を経過し，平成２３年度に新たな計画に改正されます。本調査は，男女共同参画社会に関する市民の意識がどのように変化してきたのかを知ることで，今後の男女共同参画社会づくり指針となる新たな計画の策定や,男女共同参画施策の推進に反映させるための基礎資料とすることを目的として,市民意識調査を実施しました。

□　調査方法と回収結果

①調査対象　　市内在住の満２０歳以上の男女８００人

②抽出方法　　住民基本台帳より無作為抽出

③調査内容   １．男女共同参画社会に関する意識について

２．家庭生活について　

３．就業について

４．人権問題について　

５．社会参画について

６．男女共同参画の推進に関する施策について

④調査方法　 郵送配布，郵送回収

⑤調査期間　 平成２１年９月１日～９月３０日

⑥回収状況　　
	
	ち配布数(人)さ
	回収数(人)
	回収率（％）

	男　性
	４００
	１１２
	２８．０

	女　性
	４００
	１８０
	４５．０

	合　計
	８００
	２９２
	３６．５


※　回答の比率は，小数点以下第２位を四捨五入により端数処理しております。そのため，属性ごとの回答比率の合計は，１００％にならない場合もあります。
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	 実数(人)
	 構成比(％）

	男 性
	 １１２
	 ３８.４

	女 性
	 １８０
	 ６１.６

	合　計
	 ２９２
	１００.０
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○年齢について　
	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１　２０代
	 １６
	１４.３
	２１
	１１.７
	  ３７
	 １２.６

	２　３０代
	 １０
	８.９
	   １８
	１０.０
	  ２８
	 　９.６

	３　４０代
	 １１
	９.８
	   ２６
	１４.５
	  ３７
	 １２.７

	４　５０代
	 ２３
	２０.６
	   ２９
	１６.１
	  ５２
	 １７.８

	５　６０代
	 ２４
	２１.４
	   ５１
	２８.３
	  ７５
	 ２５.７

	６　７０代
	 ２８
	２５.０
	   ３５
	１９.４
	  ６３
	 ２１.６

	合　　計
	１１２
	１００.０
	 １８０
	１００.０
	 ２９２
	１００.０



[image: image1]
○就労状況について

	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１ 会社員・団体職員
	43
	38.4
	 26
	14.4
	69 
	23.6 

	２ 自由業・自営業
	 22
	19.6
	14
	7.8
	36 
	12.3 

	３ パート・アルバイト
	  4
	 3.6
	27
	15.0
	31 
	10.6 

	４ 公務員・教員
	  6
	 5.3
	 5
	2.8
	11 
	3.8 

	５ 家事専業
	  0
	  0
	43
	23.9
	43 
	14.7 

	６ 学生
	  2
	 1.8
	 2
	1.1
	       4 
	 1.4 

	７ 無職
	29
	25.9
	44
	24.4
	73 
	25.0 

	８ その他
	  6
	 5.4
	19
	10.6
	25 
	8.6 

	合　　計
	112
	100.0
	180
	100.0
	  292 
	  100.0  



○家族構成について
	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１ ひとり暮らし
	 6
	 5.4
	  12
	  6.6
	18
	 6.1

	２ 夫婦（２人）
	28
	25.0
	  52
	 28.9
	80
	27.4

	３ 親と子ども（核家族世帯）
	40
	35.7
	  66
	 36.7
	 106
	36.3

	４ 親と子ども夫婦（２世代世帯）
	11
	 9.8
	  10
	5.6
	21
	 7.2

	５ 親と子ども夫婦と孫（３世代世帯）
	18
	16.1
	  26
	 14.4
	44
	15.1

	６ その他
	 9
	 8.0
	  14
	7.8
	23
	 7.9

	合　　計
	112
	100.0
	 180
	100.0
	292
	100.0



[image: image2]
○あなたは結婚していますか。
	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１ 既婚（配偶者あり）　
	   83
	 74.1
	138
	 76.7
	   221
	  75.7

	２ 未婚　
	  21
	 18.7
	 18
	10.0
	  39
	  13.4

	３ 離別　
	   2
	  1.8
	  6
	 3.3
	 　8
	   2.7

	４ 死別等
	   6
	  5.4
	 18
	10.0
	  24
	   8.2

	合　　計
	 112
	100.0
	180
	100.0
	   292
	 100.0



[image: image3]
○現在結婚している方のみお答えください。
	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１ 共働き 

（パートタイム等含む）
	  24
	 31.2
	  65
	 48.5
	  89
	42.2

	２ 夫のみ就業　
	  32
	  41.5
	  32
	 23.9
	  64
	30.3

	３ 妻のみ就業
	  5
	   6.5
	   2
	  1.5
	   7
	 3.3

	４ その他
	  16
	  20.8
	  35
	 26.1
	  51
	24.2

	合　　計
	  77
	 100.0
	134
	100.0
	 211
	100.0





１．男女共同参画社会に関する意識について
問１　「男は仕事，女は家庭」という男女の役割分担意識について　

問２　各分野における男女の地位の平等感について
【家庭生活の場】


[image: image4]
【職場】


[image: image5]
【学校教育の場】


[image: image6]
【政治の場】


[image: image7]
【地域活動の場】


[image: image8]
【しきたりや慣習】


[image: image9]
【法律や制度上】


[image: image10]
問３　男女平等実現のために特に必要なこと


２．家庭生活について
問４　家庭生活における役割分担について

【炊事･洗濯・掃除などの家事】
【育児や子どものしつけ】


[image: image11]
     ＊ その他（・子どもなし）
【親や家族の介護】


[image: image12]
＊ その他（・介護必要なし・いない）
【自治会などの地域活動】


[image: image13]
＊ その他（・親が参加・参加していない）
【子どもの学校行事への参加】

[image: image14]
＊ その他（・子どもなし・嫁）

３．就業について
問５　女性が仕事を持つことについての考え
●結婚・出産で退職し，育児後再就職する女性の働き方への希望が強い

男女ともに「子どもができたら職業をやめ，大きくなったら再び職業をもつ方がよい」という再就職の意向が約半数を占めております。「子どもができても，ずっと職業を続ける方がよい」という就職継続傾向を，大きく上回っています。

[image: image15]

問６　現在働いている方の職場における男女の平等感（複数回答）
●昇格・昇進で男女不平等の意識が強い

    　「男性に比べて，女性の昇進が遅い（望めない）」が最も多く，次に「男性に比べて，女性の採用が少ない」，「女性は，同期や同年齢の男性より賃金が安い」との意識が高くなっています。
＊ その他（・「女性は，研修・出張の機会が少ない」ですが，自分から研修を望んでも受けることができない。・医療関係の職場なので一般的な職場とは違う。・家族で働いているため，生活面での慣習，気遣いが，そのまま仕事にも続き始終不平等感がある。外で働くのは大変というが，私にはある種の憧れがある。・賃金の差がある。・女性が積極的に仕事に参加しない。消極的で他人まかせな面がある。）

問７　再就職ための援助や対策（複数回答）
[image: image16.emf]％
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問８　少子化の原因（複数回答）


問９　仕事と家庭の両立のために必要なこと（複数回答）



４．人権問題について
問１０　配偶者などからの暴力（ＤＶ）について

【自分自身について】

	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１直接被害を受けたことがある
	2
	2.2
	16
	11.0
	18
	7.7

	２直接被害を受けたことがない
	88
	97.8
	129
	89.0
	217
	92.3

	合　　計
	90
	100.0
	145
	100.0
	235
	100.0


【自分以外の人について】

	
	男性
	女性
	全体

	
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人)
	構成比(％)
	実数(人）
	構成比(％)

	１見聞きしたことがある
	26
	26.3
	62
	40.5
	88
	34.9

	２見聞きしたことがない
	73
	73.7
	91
	59.5
	164
	65.1

	合　　計
	99
	100.0
	153
	100.0
	252
	100.0




問１１　暴力についての相談経験
●女性は身近な人に相談しているが，男性は相談しない
女性は，「知人・友人」「家族・親戚」「警察」「行政」等に相談していますが，男性は５０％の人は「相談しなかった」を挙げています。
＊その他（・子供を残し自分が家を出た,その後別れ子供が私の所に来た。・相談したが，理解してもらえず，泣き寝入りだった。無意味で，全然聞く耳をもってもらえなかった。）
問１２　相談できなかった理由（複数回答）
●｢相談しても無駄だと思ったから｣と思っている人が多い
相談しなかった理由として，男女とも最も多かったのは「相談しても無駄だと思ったから」，次い

　　で「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」，「自分さえ我慢すれば，何とかやっていけると思ったから」となっています。


５．社会参画について
問１３　女性が政策・方針決定の場に進出することについて（複数回答）
●女性の進出は望まれているものの，家事，育児等の負担により難しい
「意欲と能力のある女性は，どんどん役職についてほしい」が最も多く，次いで，「女性の特性が生かせる女性の多い職場や地域活動で，役職に就いた方がよい」，「家事や子育て，介護などの負担が大きいため，女性が役職につくのは難しい」が挙げられています。


問１４　女性が政策・方針決定の場に進出するため必要なこと（複数回答）
　　　●家庭内での責任を男女がバランスよく分かち合う

　　　女性が社会に進出するために必要なこととして，「家事や子育てなど家庭内での責任を男女がバランスよく分かち合う」が最も多く，次いで，「女性自身が政策・方針決定の場に参画することへの関心を深める」となっており，家庭内での男女の責任の分担や，女性の能力向上のための取り組みなどが挙げられています。
[image: image17.emf]％
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全体 男性 女性


＊その他（・特別に扱う必要はないと思う・町内での行動は心を閉ざした方が多く意見の違う人達との交流をどの様にするか？それと，相手への思いやりの心がなければ，法律や制度は無駄になる。）
６．男女共同参画の推進に関する施策について
問１５　男女共同参画社会の実現のために市が力を入れていくべきこと
　　●保育所，学童保育などの保育サービスの充実や雇用の場における男女平等の促進が望まれている

　　今後，市が力を入れるべき施策として，「保育所，学童保育などの保育サービスの充実」，次いで「雇用の場における男女平等の促進」，「学校教育において男女平等について考えるための学習機会を増やす」，「地域における女性に不利な社会慣行などの是正」が挙げられています。


＊その他（・男女共同参画社会を実現するということがよくわからない。・平等を自分の都合の良い方に受け取る方が多い。平等や自由には自己責任と相手への思いやりが必要。・父子家庭の相談窓口の充実。）
　　問１６　結城市男女共同参画後期基本計画「たままゆプラン」をご存知ですか。

　　　●全体で６割が，基本計画「たままゆプラン」認知せず
　　　　基本計画「たままゆプラン」に沿って，様々な取り組みを進めてきましたが，「知らなかった」が全体で５９.５％と高く，今後さらなる取り組みが重要になっています。


問17　男女共同参画社会の実現にあたってご意見・ご感想
●男女共同参画社会に関する意識について
・私たちの若い頃に比べ，今の若い人は，「女だから」という意識はもうないと思います。小さい頃からの男女平等の教育は必要だと感じます。（６０代女性）

・意識，制度の改革には，前例や先入観を排除するための柔軟な対応が必要。（７０代男性）

・男も女も関係なく，社会の中で同様に扱われるべきであるとは思います。ですが，体のつくりや身体能力から見ると，男，女の違いや差は少なからずあると思います。男性も女性もそれぞれが特性を生かし合って足りない所を補い合っていければいいと思います。（２０代女性）

・世の中，男と女はお互い協力し合い，幸せな社会を実現させることはすばらしいことと思います。（７０代女性）

・男と女の本質をわきまえ，ただ，男女平等を主張してはいけないと思う。（６０代女性）

・すべてに，男女の差別があってはならないと思う。（６０代男性）

・私は基本的には，女性は家にいた方が，何かと良いのではないかと考えます。それには男性の経済力が必要になります。女性老人がいつまでも職場にとどまっていては，男性の働く場がなくなり，無職の若者（男性）が増えてきているのではないでしょうか。（６０代女性）

・第一は，男性の意識改革と思いますが，若い世代は，大分進んでいる様に思います。６０才代以上の男性権力者は変われないのでは？意識改革できれば，有能な女性が社会進出できるでしょう。（６０代女性）

・いくら”男女差別”と言っても，男性・女性の特性を無視した考え方には賛成できません。男性は子どもを産むことはできないし，男性，女性の力の差はどうしようもない事。それぞれの特性を生かし，その差をお互いに理解した上で，協力したり，助け合ったり，尊敬したりすることが大切のだと思います。
私は仕事をしている上で，家事・育児との両立の大切さは感じていますが，夫は夫で仕事は私よりはるかに責任があり，ストレスがあります。逆に私はそちらを理解してあげなければ，夫婦として平等とは言えないと思っています。男女がお互いの性別を主張するだけでは，絶対にうまくいかないと思います。
まずは，性別の違いを理解することが必要であり，それは子どものうちから伝えていくべきだと思います。（２０代女性）

・平素な生活をしているのには，不平等を感じない世の中になってきていると思う。ただ，もめ事とかおきた場合等は，まだ女性は不利な事が多いと思う。女性と男性では身体の構造から違っています。何もかも平等という訳にはいかないと思います。権利ばかり主張しても，権利と責任とは背中合わせであり，同時に責任という言葉の意味を考えなければなりません。（６０代女性）

・家庭内で夫が働くか，妻が働くか，同じ能力を持っていたとして，どちらが子育てをするかとなったら，社会的な目を気にするとやはり男性になると思う。その目が，男女平等にとらえる社会を作らなければ不可能だと思う。そういう私も未だに平等の考えは持てない。（４０代女性）

・基本的に男は外に女は内に，昔の習慣を支持しているので，この計画にはそれほど共感がない。女は男と同等の地位，権利を向上させ，家庭を守り，子孫の繁栄を充実させる能力こそ大切だと考えるし，男をコントロールできる。いわゆる，良妻賢母が国家を発展させる基礎であると信じている。（７０代男性）

・内容を深く考えるほど，課題重責と感じます。ただ，平等性ばかりを追うと各性別の美徳の面はどうなのかなど難しいです。（４０代女性）

・男性の意識がどうのこうのということもありますが，女性自身が同姓として嫌な部分を分かっているので，抵抗があるんではないでしょうか？上司には，男性が良いというのはそういうことですね。（５０代女性）

●家庭生活について　
・母親として娘には，男性と対等になれる様，十分な教育を身につけさせたいと考えています。反面，息子には，「男女平等なんだから，今日の茶碗洗いはお願いね。」など，古くは当然，女性のする事と思われがちなことも，するのが当たり前と気づかせる様，ささやかながら小さな取り組みをしています。（４０代女性）

・男女共同参画社会の実現には，学校教育の中でも「男女共同参画」の学習は必要だと思います。家庭での教育のあり方にも，たとえば父親が食事作りや実践しやすい事を行い，その中で父親と家族のつながりを深めていくような気がします。「男は仕事」，「女は家庭」といった性別や役割分担意識を変えて行く，意識改革も大切な事ではと思います。（５０代女性）

●就業について
・小さな子供がいると言っただけで，パートやアルバイトを断られる友人の話をよく聞く。（２０代女性）

・企業側も，若い人も大切でしょうが，子供を産んで再就職する人の雇用も，柔軟な姿勢で雇用すべきと考えます。（３０代女性）

・子供を産みたいけれど，不安がある。育休後働きやすいようにしてほしい。不妊にずっと悩んできた。相談できるところや助成があると嬉しい。（３０代女性）

	・結城市には男女平等賃金の雇用主が少ない。（６０代女性）


・自身の変化を望む強い意志がなければ，大多数の企業では何も変わらないと思う。（３０代女性）

・中年以降のいわゆる子育てが終わった女性が，社会復帰できるところをたくさん増やして欲しい。どんな仕事でも，若年とか，男性とかが主流で雇用されることが多い。でも，４０代以降の子育てが終わった女性の方が常識だってよく知っているし，たくさん頑張れる人がいるはずです。（４０代女性）

・男女が仕事と家庭の両立のためには，やはり夫の就業時間が長いため，必然的に女性が家事をこなすことになる傾向が強いように思う。その裏には，この不景気がたたり，就業時間が長くないと，生活苦に陥る家庭も少なくないからだと感じる。企業側の男性社員に対する育児等の取得しやすい環境も必要。それ以前に，毎月の休暇さえ満足にとれない状況も不満である（２０代女性）

・実際問題事務係は男女平等であると思いますが，現場・体力仕事は,女性は力がないので，平等は無理だと思います。男性が体力仕事をして女性ができないのは,賃金面でも社会面でも平等は無理と思います。（３０代女性）

・女性に出産がある以上は正直難しいと思う。子供を産めば，育児のため，入社時はずっと働きたいと思っていた人でも考えが変わる可能性はぬぐえない。それがある以上，女性と男性が平等に採用される，同様に会社内で仕事が任されるというのは難しいのでは？（２０代男性）
・私は現在正社員で働いています。女性の多い職場です。１歳になる子供がいて，妊娠７ヶ月になります。子供が熱を出しても会社を休むことができず，おぶって仕事をする状態です。夜間に病院にかかりたくても，「あっちに行け，こっちに行け」の状態。仕事をしないと生活していけない。でも，子供を預かってもらえる場所もない。いったいどうしたらよいのか。「子供がいなければ」など考えてしまいます。上記のように考えさせてしまうことが問題なのではと思います。（２０代女性）

●人権問題について　

・人権問題（DV）や法律問題など相談できる場を作ってほしいです。市の広報などに載せて頂けるとありがたいです。影で泣いている女性は数多くいると思います。そういう声を聞いてほしいです。（４０代女性）

・DVの相談窓口をもっとまめに開設して，もっと苦しんでいる女性を救ってほしいです。女性を救うことは，子どもを救うことにも繋がると思うので，育児が閉塞的にならないよう，女性の「心」に目を向けた支援を，多く行ってほしいと思います。
女性が元気に働ける社会になるよう，地域の女性ネットワークができたら，心強い（相談できる先輩ママたちとの交流ができたらいいなぁ）と思います。（２０代女性）

・子供２人保育園に預けてパートではありますが，働くことができてうれしく思います。子供も見ない，働かない。友達と好きなことをして遊びまわっていた「夫」。子供たちにはお父さんがいないので，かわいそうかもしれませんが，別れて良かったと思います。祖父，祖母には迷惑かけていますが，元気で優しい子に育っています。（４０代女性）

　・各家庭内でのいろいろな事柄を話し合う場を広げていけば，妻達の悩みが少しでも解決できるように思いますが，これは理想であって，自分の家庭内を見せてしまう事になるので難しい事だと思います。（６０代女性）

・男女共同参画社会が策定されて，昭和生まれにとっては，いささか戸惑いも感じる面もあります。ある若い夫婦の一部ですが，少々勘違いしている部分があるのではと疑う所があって，子育てには，ミルクを与えるのも父親がして，オムツ交換，やれお風呂と，全部父親がしなければならない様な雰囲気でした。
一方母親は何をしているのかと思うと友達とお喋り，そうかと思うと，父親に子供を預けて友達と旅行に出かけたり，全部男がやらなくてはならないと言う，受け止め方ではないでしょうか。
これでは，男の方がストレスを感じて，ケンカにもなりますでしょう。一方では，暴力（ＤＶ）を取り上げておりますが，そういう精神的に落入って，暴力につながる面が数々聞きます。中には女性だけではなく，男性の方も被害を受けています。ケンカして感情的になって，一方的に被害を受けた様に，話している人も知っています。もっと，人権問題は慎重に取り上げてほしいです。（６０代女性）

・男女共同参画社会の実現が少子化につながっている。（２０代女性）

●社会参画について
・近年，地域での集会も区長選挙の時のみとなり，お互い意見交換する場も全くない。意見を出しても，「何が問題か・・・」ではなく，「誰が言ったか・・・」が重要視される。男女共同参画実現の目的を明確にし，今一番不足している高齢者支援活動など，何かキッカケが必要に思える。（７０代男性）

・個人個人の意識の向上を諮り，女性の社会進出をめざし，住みよい地域づくりが出来ると良いと思います。（６０代女性）

・やはり男性にしか，女性にしかできない場面は，世の中に多くあります。常識的にみても，無理は通さず，譲り合い，思いやり，尊敬し合い，相手方に感謝の気持ちで望めば，微笑ましい社会，人間関係になるのではと思います。（６０代女性）

●男女共同参画の推進に関する施策について

・男女共同参画の視点をすべての行政の施策に入れていくのは難しいと思うが，気づきからまず入り，焦らず，じっくりと市民に広げていく手立てを考えてほしい。ワークショップ等をどんどん開いて，参画を身近なものとしていく必要もあると思う。（６０代女性）

・女性へのアンケート，参加企画，情報の啓蒙を今後も積極的に継続してほしい。社会，地域，男性の理解を得るための行事，取り組みを根強くして行ってほしい。結城市の目標，指標，計画を実現してほしい。（５０代男性）

・男女共同参画社会というものがよく分かりませんが，男女平等実現ということであれば，これらの設問において男性が女性がと書いてあること自体，男女差別に当たるのではないでしょうか？もっと，根本的なところから見直す必要があると思います。男女共同参画以前に結城市民全体の意識改革が必要だと思います。（３０代男性）

・地域社会の中でいろんな立場の人がバランスよく生きられるように皆が協力し合うことが大切と思います。それぞれの生活する中で直面する多々な悩みは自分で抱えず，誰かに相談のできる，そして解決へと導く糸口を発信できる場や，コミュニケーションをとれるようなアンテナがほしいですね。
人がみえるようになると、もっともっと結城も元気になると思います。世代ごとのテーマをもう一度見直す機会を小さなグループでも波を起こしていくことが必要ですね。（４０代女性）

・男女共同参画における啓発活動の推進の充実を，もっと活発にすると良いのではないでしょうか。（５０代女性）

・男女共同参画社会を推進するにあたり現状は，女性の権利，意識強化を中心にしている様に感じられるが，女性・男性の本来の役目，あり方も忘れずに推進してほしい。（５０代女性）

・１ヶ月１～２回位のテーマを持った学習会，研究会などを企画？是非，参加してみたいと思います。（５０代女性）

・男女にはそれぞれ得意な分野が存在します。地位は平等であるべきですが，能力を活かしつつ，男女共同参画社会の実現を目指してほしい。（①男女で能力を活かせるシーンは異なるということ。②単純に女性優遇では男性の反感を買いかねません。）男性には意識改革を，女性には機会を増やすことをメインに進めるべきだと思います。（５０代女性）

・男女共同参画基本計画「たままゆプラン」を知っていますが，参加されている人材，活動，効果が今ひとつ見えません。市民にもわかりやすい現状が知らされれば，是非参加したいという方も増え，また，意見も出せるようになると思います。幅に広い人材の参加を希望します。（６０代女性）

・「たままゆプラン」があることはとても良いことだと思います。若い主婦の方も，子育てが終わり社会に目を向けいろいろ考え方を発言し，男女が協力して，明るい市を作って行けたら素晴らしいと思います。
（６０代女性）

・「たままゆプラン」について具体的事例をあげて説明が必要であるので，市民に分かりやすく述べてください。（７０代男性）

	・男女共同参画について，市報に載っていますが，まだ浸透していないように思われます。１つずつ噛み砕
いて分かりやすく知らせていただきたい。ＰＲも少し地味な気がします。（４０代女性）


●その他

・子供を教育する際（①自由の履き違え②権利・義務③マナー，エチケットを含む公衆道徳）を実施してほしい。（７０代男性）

・このアンケートの内容も「マニュアルどおりの項目のもの」になっていませんか？形式を整えるだけでは進化しません。最近の５年間で具体的に何が変わりましたか。（７０代男性）

・思っていてもなかなか意見する機会がないので，このような形で言えるのは良いと思います。私ももうすぐ小学生になる息子がいますが，働きながら悩んでいる一人です。同じような悩みで仕事をやめる方も少なくないと思うので，どうかアンケートで終わらず，意見を生かしていただきたい。　（３０代女性）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・学歴社会がよいのでしょうか。今の世の中，少し昔に戻ったほうが良いような気がする。（６０代女性）

・医療費もせめて小学生のうちは無料もしくは一部負担でかかれると助かります。（３０代女性）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
男性の方が非常に優遇されている





わからない





やや男性の方が優遇されている





平等





やや女性の方が優遇されている





女性の方が非常に優遇されている





20.8





わからない





反対





どちらかというと反対





どちらかというと賛成





賛成　





全体





男性





女性





100%





80%





60%





40%





20%





0%





10.8





7.6





12.7





17.3





18.1





16.8





31.7





24.8





35.8





30.6





33.3





28.9





9.7





16.2





5.8





その他





妻のみ就業





夫のみ就業　





共働き (パートタイム等含む)





男性





女性





100%





80%





60%





40%





20%





全体





0%





1.5





20.8





26.1





6.5





41.5





23.9





31.2





48.5





死別等





離別　





未婚　





既婚（配偶者あり）　





男性





女性





100%





80%





60%





40%





20%





0%





1.8





3.3





10.0





5.4





10.0





平成21年結城市男女共同参画社会に関する


市民意識調査報告書


報　告　書





18.7





1.8





74.1





76.7

















その他








親と子ども夫婦と孫（３世代世帯）








3.6








やや男性の方が優遇されている








男性の方が非常に優遇されている





男性





全体





女性





100%





●男性の理解と協力が必要


男女平等実現のためには，「男性の理解と協力」，「女性の経済力の向上」，「女性の自覚と責任感の向上」などが必要と考えられています。　　
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＊その他（・０～６才児をもつ親に短時間労働の優遇。企業へ託児所を増やす。・共働きはなくてはならない。これからの人たちに保育サービスを！）
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＊その他（・「意欲と能力のある女性は，どんどん役職についてほしい」を選びたいが，子供の育児が心配，特に思いやりと優しさ，人間として育てるには母親が育児にもっと子供と向き合う時間が必要になる　・高齢化社会となったが，支援不足，健康な男性も含め，支援活動の場を作り参画してもらう。・年齢に問わず，女性の方が社会にとっても役立っている。）





 会社員・団体職員





＊その他（・何度も話合いをしたけれど，変わらないと思ったので，調停をして別居中。）
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男性





仕事と生活の調和「ワーク・ライフ・バランス」が実現した社会とは


　「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き，仕事上の責任を果たすとともに，家庭や地域生活などにおいても，子育て期，中高年期といった人生の各段階に応じて，多様な生き方が選択・実現できる社会」です。


　





女性





100%





＊その他（・結局は夫の理解や協力がなければしんどいだけだと思う。逆に言えばそれさえあれば女性は頑張って両立できると思います。・男性の育児休業を制度化。・保育所や学童保育など安心して働ける環境をつくる。・企業側も子供の都合で休む時に文句を言ったり,嫌な顔をしない事,休みやすい環境作りをすべきです。）





＊その他（・「子孫を残す」大切さ，重要性を社会や親が教えてこなかったから。・３０代の男性で仕事の不安定や将来の不安から結婚できない人が多い。・結婚が遅いと，子供を産むことが遅い，年をとるほど子供ができにくい。・子供が欲しいけれどもできない人は割とたくさんいると思う。そういう人が不妊治療を受けるにしても，費用が高い。その後の子育てのことも考えていくと，治療に模大な費用がかかるので，とても産むことはできない。・主婦の負担が大きいと思う。・デンマークの「子供は国の宝」的な考えが国にはない。


・核家族で子どもを育てるのに女性の負担が多いため，子どもの都合で会社を休むのに休みづらい。・男女の出会いの場が職種によりないため，今後は機会の場を設けてください。昔は仲人さんがいたが，今は少ない。）





●子育て支援や経済的支援の拡充が求められる


少子化については，「子育てのための経済的負担が大きいから」が最も多く，次いで，「子育てと仕事を両立させる社会的なしくみ(雇用条件・保育など)が整っていないから」が挙げられています。





＊その他（・お互いによく相談して判断する。・夫だけで生活できるなら，持たない方が良い。・経済的に余裕があれば，専業主婦の方が良い。・出産後も同じ職場で働く事ができる様にする。・男性がもっと協力すべき。・今の世の中，男女共に職業を持たないと生活してゆけない。）





＊その他（・社会がそのための理解ある場であること。個人の理解。・男性，女性ともに意識を改める。・昔と違う，今は家庭における平等を思う。安心して女性も働きたい。・男女平等の立場を理解した上で平等とは何かを問うべきである。）





●【炊事･洗濯・掃除などの家事】は，女性が担っている


家事や育児など５つの項目のうち，「炊事・洗濯・掃除などの家事」は，｢主に妻｣が担っています。


また，全体的には，女性は「主に妻」が，男性は，「平等」，または「協力している」という傾向がみられ，男女間での意識の格差があります。





＊その他（会社役員，看護士，失業中，派遣社員）
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●配偶者等からの被害経験は女性が多い


配偶者等からの暴力の被害経験は，女性に多く見られます。直接被害を受けたことがあると答えた女性は，１１％となっています。


また，自分以外の人について「見聞きしたことがある」女性は，４０.５％と高くなっています。
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●仕事と家庭の両立のために，職場での育児休業や介護休業制度の充実が求められる


男女が仕事と家庭の両立のための条件としては，「育児休業・介護休業制度を取得しやすい環境をつくる」が最も多く，次いで，「女性が働くことに対し，家族や職場の理解と協力がある」が挙げられています。
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●性別役割分担に「反対」わずかに上回る


「男は仕事，女は家庭」という男女の役割分担について，全体では反対が多くなっていますが，男性では賛成の方がやや多くなっています。一方，女性については，反対が多い傾向が見られ，男女の意識に違いが見られます。
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○性別について








結城市男女共同参画基本計画「たままゆプラン」





平成11年6月，男女共同参画社会基本法が公布・施行されました。男女共同参画社会基本法は男女共同参画社会を実現することをわが国の最重要課題として位置づけています。


結城市においても，平成１４年に「結城市男女共同参画基本計画」を策定し，男女共同参画社会を推進してきました。それから４年が経過し，社会の動きと市民生活の実態に即した，かつ，人権尊重・男女平等の視点に立った新たな課題への取り組み方向を示す必要が出てきました。


後期基本計画はそうしたことを踏まえ，今後５年間（平成１８年度から平成２２年度）の男女共同参画実現に向けての取り組みを示した基本計画として策定されたものです。
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●【学校教育の場】は平等，【家庭生活の場】，【職場】，【政治の場】，【しきたりや慣習】は男性が優遇


家庭生活の場や職場など7つの項目のうち，最も男女が平等であると考えられているのは，「学校教育の場」で，一方「家庭生活の場」，「職場」，「政治の場」，「しきたりや慣習」では，男性女性，考え方に違えがあるものの「男性が優遇されている」という認識が高くなっています。
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●女性の再就職にあたっては，同一企業への希望が強い


女性の再就職のための援助や対策については，「出産・育児・介護などで退職しても，同一企業に復帰できるようにする」が最も多く，次に｢多様な職種や年齢制限の緩和など働く場所を設ける｣を挙げています。
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